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かの詩人による「紀年」の詩旬が存在する程度で,まず,このことを確認しておきたいと思う。い
ま,その淵明の「紀年」詩のみを挙げておこう。
(2)自我抱勉獨    我 滋の独を抱きてより
佃挽四十年    祖挽たり 四十年
(3)姦
目轟浣雪   琵翌 目に琵古量を親しくす
に)結髪念善事    髪を結びてより善事を念ひ































鬱)況我今四十    境んや我 今四十
本茶形貌扇    本来 形貌扇る
得)青山率眼三千里  青山眼を挙ぐれば三千里
白髪平頭五十人  白髪 平頭 五十の人
(5)同喜同年浦七旬  同じく喜ぶ同年の七旬に満つるを
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二十九年非    三十九年の非



















漢 宮 春 呉侍郎生日






















(1)三十七年今日過  二十七年 今日漫ぐ
可憐出庇雨陸蛇  憐むべし 出虎両つながら瑳蛇たり
12)三十九年何限事  二十九年 何限の事
只留択影伴責昏  只だ孤影を留めて 黄昏を伴はん
(3)四十率兒子    四十にして児子を挙げ
提亥瑯自誇    提核 期か自ら誇る
(41四十二年FJH指過  四十二年 弾指に過ぐ











































(1)我今過四十    我 今四十を過ぐ
貌作山澤膿    貌は山沢の躍と作る











寄語良朋能恵我  語を寄す 良朋能 く我を恵み
願聞四十九年非  願わくは四十九年の非を聞かん
●)慰毛白後無多許  頗毛白後 多許なく
花甲周茶第一春  花甲周来す第一春
浮生回首六旬過  浮生回首 六旬過ぎ
草草光陰欲奈何  草草たる光陰奈何せんとす
(4)童時了了記観河  童時了了として靭河を記すも
六十二年忽已過  六十三年 忽ち己に過ぐ
年華七九過    年華 七九 過ぎ
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附記 象刻の復↓から「紀年」についで解説したもの|に以下のものがあり,多大な禅益を受けたoこの場をかりて
深く感謝したい。
事輯解説=組年印――北川博邦著 (鞣刻と?5,昭5銚 東京堂出版)
専輯解説―紀年印倒トー北川博邦著 (『象刻とNc10,1860,東京堂出版)
専輯解説―紀年印 (年齢)一北川博邦著 (t築刻』No15`昭61,東京堂出1働
生日印解説 耳切ll博邦者 ('祭刻』Na10,Hg62,東京堂出膀
(1991年8月31日受勘
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